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金属熱処理「車以外」を開拓:
部
品
密
な
ぬ
電
気
自
動
車
並一
波
！―！ｌｉｌ！！！
〓‐！！

ち
を

金
属
熱
処
理
メ
ー
カ
ー
が
自
動
車
以
外

の
市
場
を
開
拓
す
る
。

ア
ル
ミ
の
加
工
技

術
を
磨
い
て
航
空
部
品
や
鉄
道
車
両
用
に

売
り
込
み
、

高
い
強
度
を
持
た
せ
る
新
手

法
で
発
電
設
備
向
け
の
条
件
を
掘
り
起
こ

す
。

現
在
は
一
ン
ジ
ン
や
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の

加
工
を
中
心
に
受
注

の
大
半
が
自
動
車

用
。

電
気
自
動
車
の
時
代
に
な
れ
ば
熱
処

理
を
必
要
と
す
る
部
品
が
大
幅
に
減
る
た

め
、

「
脱
自
動
車
卜
を
急
ぎ
、

将
来
の
市

場
の
激
変
に
備
え
る
。

浅
川
熱
処
理

（山
梨
県
昭

和
町
、

斎
藤
基
樹
社
長
）
は

山
梨
大
学
な
ど
と
組
み
、

高

周
波
で
ア
ル
ミ
を
熱
処
理
す

る
装
置
を
開
発
し
た
。

電
気

炉
で
加
熱
す
る

一
般
的
な
手

法
だ
と
加
工
に
１
時
間
半
ほ

ど
か
か
る
の
に
対
し
、

新
装

置
は
数
十
秒

で
済
む
と

い

う
。

処
理
を
施
し
た
後
の
ア

ル
ミ
の
強
度
も
従
来
よ
り
３

割
高
い
。

電
子
レ
ン
ジ
と
同
様
に
高

▼
金
属
熱
処
理
　
鉄
な
ど

の
金
属
を
炉
に
入
れ
て
加
熱

し
水
や
油
で
急
冷
す
る
加
工

法
。

急
激
な
温
度
変
化
で
金

属
内
部
の
組
織
が
変
わ
り
、

耐
久
性
や
耐
摩
耗
性
、

切
削

性
が
向
上
す
る
。

冷
却
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
難
し
く
、

わ
ず

か
数
秒
の
ズ
レ
で
、

ひ
び
割

れ
が
生
じ
た
り
、

狙

っ
た
性

能
を
引
き
出
せ
な
か

っ
た
り

す
る
。

う
ま
く
処
理
す
れ
ば

価
格
の
安
い
金
属
を
高
価
な

金
属
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

測1隅処理航空機用アルミに力
至焼れレ熱に強い金型を活用

自
動
車
に
依
存
し
な
い
体
質
作
り
が
各
社
共
通
の
課
題
と
な

っ
て
い

る

（東
京
都
大
田
区
の
上
島
熱
処
理
工
業
所
）

ヨ  八 経 溢 新 蔚

色
あ
せ
た
写
真
復
元
早
く

ホ
ット
ア
ル
バ
ム
コ
ム
ネ
ッ
ト
経
由
で

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
ホ

ッ
ト
ア
ル
バ
ム
コ
ム

（東
京

・
八
王
子
、

小
星
重
治
社
長
）

は
２８
日
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

経
由
で
古
い
写
真
を
復
元

・

修
整
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

る
。

独
自
開
発
の
解
析
ソ
フ

ト
を
使
い
、

写
真
の
色
の
劣

化
具
合
を
見
極
め
て
元
の
色

に
自
動
修
整
す
る
。

写
真
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

修

整
し
た
い
写
真
を
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
サ
イ
ト

に
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、

約
５
秒

で
色
合
い
の
強
弱
別
に
５
段

階
の
修
整
の
案
が
提
示
さ
れ

る
仕
組
み
。

好
み
の
案
を
選

ぶ
と
、

修
整
さ
れ
た
写
真
の

デ
ー
タ
を
グ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。

代
金
は
ク
レ
ジ

ッ
ト

を
表
現
し
て
い
る
。

新
サ
ー

ビ
ス
は
解
析
ソ
フ
ト
で
３
色

が
均
等
に
混
ざ

っ
て
い
る
灰

色
の
部
分
を
見
つ
け
て
、

３

色
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
だ
け
劣

化
し
て
い
る
の
か
を
把
握
。

劣
化
し
た
分
を
補
い
、

全
体

の
色
を
自
動
で
復
元
す
る
。

他
社
が
提
供
し
て
い
る
写

北
海
道
の
ラ
ー
メ
ン
店
チ

ェ
ー
ン
大
手
、

さ
ん
ば
ち
（札

幌
市
、

中
秀
世
社
長
）
は
韓
　
店

国
に
進
出
す
る
。
５
月
中
旬
　
ン

高
い
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
　
北

ェ
ー
ン

（Ｆ
Ｃ
）
方
式
を
活

用
し
て
５
年
後
に
１０
店
の
展
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さんぱち、韓国進出

5年 で10店めざす

開
を
目
指
す
。

釜
山
市
内
の
繁
華
衡
に
座

席
数
４０
程
度
の
路
面
店
を
開

く
。

み
そ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の

主
力
商
品
の
価
格
を
日
本
円

換
算
で
約
５
０
０
円
と
国
内

よ
り
３
割
安
く
設
定
し
、

値

ひ
ろ
感
を
出
す
。
１
号
店
は

直
営
だ
が
、

地
元
企
業
と
Ｆ

Ｃ
契
約
を
結
び
ソ
ウ
ル
な
ど

主
要
都
市
に
出
店
す
る
。

さ

ん
ぱ
ち
は
道
内
を
中
心
に
国

内
で
約
７０
店
を
展
開
し
、

中

国
と
台
湾
で
も
計
１０
店
を
営

業
し
て
い
る
。

日
本
食
ブ
ー
ム
を
追
い
風

に
、

国
内
ラ
ー
メ
ン
店
の
ア

ジ

ア
進
出

が
加
速

し

て
い

る
。

九
州
地
盤
の
ラ
ー
メ
ン

店

「味
千
」
を
運
営
す
る
重

光
産
業

（熊
本
市
）
は
中
国

で
約
３
０
０
店
を
展
開
、

昨

年
末

に
韓
国

に
も
進
出
し

た
。

始
め
、

毎
月
２
０
０
０
人
ヘ

の
配
信
を
目
指
す
。

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の
サ
イ

ト
上
で
体
験
版
を
提
供
し
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
の
サ
イ
ト

に
導
く
。

ロ
コ
ミ
で
話
題
を

広
げ
、

利
用
者
の
拡
大
を
狙

う
。

交
流
サ
イ
ト
上
で
友
達

と
点
数
を
競
い
合
う
機
能
も

搭
載
す
る
計
画
。

米
ア
ッ
プ

ル
の
高
機
能
端
末

「
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
」

で
も
遊
べ
る
よ
う
に
ソ
フ
ト

開
発
を
進
め
る
。

国
内
で
は
ミ
ク
シ
ィ
な
ど

が
運
営
す
る
交
流
サ
イ
ト
で

会
津
鉄
道
、快

速
一

麿
畿
圏
日

会
津
鉄
道

（福

直
社
長
）
は
５
月
下
旬
奉

か
ら
東
武
鉄
道
の
鬼
怒
川

速
列
車

「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
マ
ウ

新
型
車
両
を
３
両
導
入
す

０
０
万
円
。

赤
い
外
装
た

客
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
て

致
に
生
か
す
。

２
０
０
２

の
車
両
は
引
退
す
る
た
め

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す

蔵
元
２６
社
が
統

日
本
金
属
熱
処
理
工
業
会

（東
京

・
潜
）
に
よ
る
と
、

同

会
に
所
属
す
る
主
要
１
０
６
社

の
加
工
金
額
の
う
ち
自
動
車
を

中
心
と
す
る
輸
送
機
械
向
け
は

ほ
ぼ
５
割
を
占
め
る
。

エ
ン
ジ

ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
品
が
ほ

と
ん
ど
で
、

電
気
自
動
車
に
切

り
替
わ
る
と
部
品
点
数
が
大
幅

に
減
り
、

完
成
車
の
台
数
が
同

じ
で
も

「熱
処
理
加
工
の
受
注

は
４
割
ぐ
ら
い
減
る
」

（田
村

捷
也
会
長
）
。

そ
う
し
た
な
か
、

各
社
が
新

た
な
受
注
獲
得
先
と
し
て
注
目

し
て
い
る
の
が
航
空
機
や
医

療
、

風
力
発
電
と
い
っ
た
分
野

だ
。

し
か
し
、

い
ず
れ
も
チ
タ

ン
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
熱
処
理

加
工
が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た

金
属
に
対
応
し
た
技
術
を
開
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
テ
ン
レ
ス
は
高
温
で
加
熱

す
る
と
耐
食
性
が
損
な
わ
れ

る
。

熱
処
理
加
工
す
る
場
合
に

は
通
常
よ
り
低
い
温
度
で
加
熱

す
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

チ

タ
ン
は
加
熱
す
る
と
表
面
が
酸

化
し
や
す
く
、

切
削
時
の
ひ
び

割
れ
の
も
と
に
な
る
。

密
閉
度

を
高
め
た
状
態
で
の
処
理
が
課

題
だ
。

従
来
の
鋼
を
加
工
す
る
技
術

で
も
、

「他
の
表
面
処
理
技
術

な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
で
品
質

を
向
上
さ
せ
る
余
地
は
あ
る
」

（日
本
熱
処
理
技
術
協
会
）
。

技
術
の
開
発
が
進
ん
で
高
価
な

素
材
か
ら
の
置
き
換
え
が
進
め

ば
、

航
空
機
や
医
療
機
器
の
低

価
格
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
る
。

海
外
の
機
関
が
定
め
る
国
際

特
殊
工
程
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｎ
ａ
ｄ
ｃ
ａ
ｐ
）
の
取
得

も
来
年
中
に
目
指
す
。

同
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
し
た
設
備

を
約
１
億
円
で
導
入
し
、

品

質
保
証
や
工
程
管
理
の
体
制

を
刷
新
。

５
年
以
内
に
航
空

機
関
連
を
売
上
高
１
億
円
の

規
模
に
育
て
る
。

チタン加工など課題

周
波
で
物
を
振
動
さ
せ
て
加

熱
す
る
仕
組
み
で
、

こ
れ
ま

で
は
熱
を
放
射
し
や
す
い
ア

ル
ミ
に
は
不
向
き
と
さ
れ
て

い
た
。

新
装
置
は
周
波
数
を

従
来
の
最
大
４
０
０

ロ
キ

方
か

ら
２

ガメ

（
ガメ
は
１
０
０
万
）

う
に
高
め
、

ア
ル
ミ
が
放
熱

す
る
前
に
処
理
を
終
え
る
。

年
内

に
量
産
体
制

を
整

え
、

ア
ル
ミ
部
品
を
多
用
す

る
航
空
機
や
鉄
道
車
両
向
け

の
用
途
を
開
拓
。

今
後
数
年

で
売
上
高
を
２
～
３
割
増
の

‐７
億
円
程
度
に
引
き
上
げ
る

計
画
だ
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ン
ヂ

エ

ア
リ
ン
グ
（東
京
・
荒
川
、

木

村
良
三
社
長
）
は
熱
処
理
後

に
施
す
表
面
処
理
の
技
術
で

新
市
場
の
開
拓
を
目
指
す
。

高
張
力
鋼
な
ど
を
加
工
す
る

金
型
を
熱
で
国
め
た
後
、

特

殊
な
被
膜
で
覆
う
手
法
を
開

発
。

金
型
か
ら
金
属
部
品
を

抜
く
離
型
剤
を
不
要
に
す
る

こ
と
で
、

金
型
を
使

っ
た
部

品
加
工
の
コ
ス
ト
を
２
，
３

割
翻
晦
帥
韓
尭
卿
厳
ゲ
は
く

い
金
属
の
ボ
ロ
ン
を
含
む
ガ

ス
な
ど
を
金
型
に
吹
き
付
け

る
。

従
来
よ
り
強
度
が
３
割

高
く
、

セ
氏
８
０
０
度
以
上

の
熱
に
も
耐
え
ら
れ
る
。

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
を
使
用
し
た
金

型
で
も
６
０
０
度
が
限
界
だ

っ
た
。

医
療
機
械
や
風
力
発

電
向
け
の
金
型
の
受
注
を
見

込
み
、

売
上
高
を
１
～
２
年

で
現
状
の
１５
％
増
の
約
７０
億

円
に
増
や
す
。

上
島
熱
処
理
工
業
所

（東

京

・
大
田
、

上
島
秀
美
社
長
）

は
航
空
向
け
の
開
拓
を
進
め

る
。

東
京
都
の
企
業
１０
社
で

構
成
す
る
航
空
機
部
晶
の
生

産
組
織

「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
を

窓
口
に
、

熱
処
理
工
程
を
引

き
受
け
る
。

航
空
機
部
品
用
の
日
本
工

業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
を
取
得
。

並樋錦倣鵬・で卿鵬腋碑拘一堵知け
（‐呼Ｊ‐の一技ッ徳的二

重
樹
脂
舎
一重
県
鈴
鹿
市
、

打
田
昌
昭
社
長
）
は
新
工
場

を
建
設
す
る
。

投
資
額
は
約

８
億
円
で
年
内
の
稼
働
を
目
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